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［論文要旨］ 

１．研究の目的と方法 

 本研究の目的は、日本の国語科で現在問題となっている読みの教育の中心的な課題を明

確にして、この課題を新たな読みの理論に基づいて追究することである。このために、国

語科を中心とする国語教育史上での読みの教育の成果と動向を視野において、現在の研究

課題を特定した。本研究で焦点化した研究課題は次のとおりである。 

 最近の読みの研究では、文章の意味理解行為は受動的なものではなく、読者の能動的な

意味構成行為によって成立していると考えるようになっている。しかし、これまでは研究・ 

実践両面で読みにおけるこの読者の側からの働きかけが過小評価され、読むことは読者の

側の問題であるよりも作者や作品の側の問題とされてきた。この点を反省して、読者の側

に立った明確なアプローチをとることがこれからの読みの教育の中心的な研究課題である。 

 これまで国語化の読みの教育では、作者中心・作品中心の立場で「読解指導」を行い、

一方、読者中心の立場で「読書指導」を推進してきたが、この二つの立場は性格を異にす

る面も多く、読みの教育での二極化を招いている。本研究ではこの分極化した事態を改善

する方法を提案するために、原理的な考察を加えることにした。研究のモチーフを端的に

述べれば、読解と読書はどのような視点ないし特質において共通の基盤を与えられるか、

である。本研究ではこの基盤を読みの成立を支える「知識」と捉え、作者と文章と読者の

三者を仲介するものとしてこれを位置づける。特に読者の側にある一人一人の既有知識の 

役割を重視する視点から、この基盤を読みの具体的な姿において捉え、その事実に基づい

た読みの実践的なアプローチを開拓することが目的である。具体的にはこの「知識」の中

核を成すものとして「語彙知識」を取り上げた。読みの力と語彙知識は深くかつ強力な関

係にあることが知られているからである。この事実を読書心理学の研究成果に基づいて検

討すると共に、本研究では「読みの学習の改善のために読者の既有知識としての語彙知識

をどう取り扱うか」を実践的な課題として位置づけた。 

 また、この目的のために、読みの学習方法として語彙意味論的方法を提案し、その意義

や有効性について論じた。語彙意味論的方法とは次のような方法である。 

 文章はある意味内容を伝達する一つの意味構造体であり、この構造は、ミクロな構造を

中心にして、概念的意味ネットワークと命題的意味ネットワークから成り立っていると見

ることができる。本研究では、この観点から、特に概念的意味ネットワークを文章の骨格

を成すものとして位置づけた。その理由は、文章は文法論的側面と語彙論的側面が統一さ
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れたものであり、概念的意味ネットワークは語彙論的側面に主に対応するが、これまでの

読みの理論では、文法論的側面（命題的意味ネットワーク）に議論が集中したため、文章

が語彙のネットワークから成立しているという基本的な特質が注目されない事態が生じて

いる。本研究では、この事態を文章のパラディグマティックな側面の軽視と捉え、逆に、

文章は文法化された語彙から成り立っているとする考え方（語彙論的アプローチ）に立つ

ことで、読みの実質を語彙知識の問題として捉えようとした。文章は語彙を中心とした意

味のネットワークとして成立していると考えるこの立場から言語表現規則（文法）にアプ

ローチしようとする研究が語彙意味論である。またこのアプローチによって文章の語彙構

造に関与しつつこれを表現する方法が語彙意味論的方法である。 

 一方、人間の知識構造も同様の方法で表現してみることが試みられている。知識表現の

一手法としてのマッピング（ネットワーク化）である。語彙意味論的方法は、またこの意

味で読者（学習者）の知識を表現する方法でもある。文章を読むことは、対象となる文章

の語彙構造を中心に理解すると同時に、類似する読者の既有の知識構造をこれと重ね合わ

せることである。本研究では、この「理解」を仲介するものとして語彙意味論的方法を位

置づけた。 

 本研究ではこの方法について、原理的、方法的、実証的検討を行い、その真価を明らか

にしようとした。 

２．研究の概要 

 論文の構成 

序 章 研究の目的と概要                第四章 読みの教育と語彙意味論的方法の関係 

第１節 研究の目的と方法                    －課題解決の方法論的展望－ 

第２節 研究の概要                  第１節読みの教育のための語彙意味論的アプローチ 

第一章 読みの教育の現状と問題の所在           第２節語彙意味論的方法の定義と種類 

第１節 読解概念の変化                第３節意味マップ法の原理的検討 

第２節 読解中心主義の諸問題             第４節読みの事前指導における既有知識の位置づけ 

第３節 読みに置ける対話性と読者の既有知識との関係  第５節読みの事前指導における既有知識の査定法 

第４節 研究課題の整理                第６節読みの学習における意味マップの活用法 

第二章 パラダイムの検討による研究課題の定位      第五章 読みの学習における意味マップ法の有効性 

第１節 読みの教育の枠組み              第１節調査研究の目的および研究仮説 

第２節 沖山光の読解理論のパラダイム         第２節研究の手順と方法 
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第３節 読みの教育におけるパラダイム転換        第３節調査の実施計画と分析の観点 

第４節 応用言語学的アプローチの意義         第４節調査結果の分析  

第５節 認知論的アプローチの意義           第５節調査結果に基づく意味マップ活用法の改善 

第６節 本研究のパラダイムと研究課題         第６節授業実践における課題と展望 

第三章 読みと語彙知識の関係              終 章 研究の成果と課題 

   －課題解決の原理的展望－              第１節研究成果とまとめ 

第１節 研究史の概略                 第２節今後の課題と展望 

第２節 読みの力と語彙知識の関係           付録 文献一覧 

第３節 語彙知識仮説に基づく論点の整理 

第４節 読みの過程における語彙指導の可能性 

第５節 認知論的視座から見た語彙知識の新しい位置づけ 

第６節 語彙知識をめぐる研究内容と研究方法の関係 

  

第一章では、国語科の読みの教育における現在の問題点を読解と読書という二つの概念

の分極化と捉え、この実践上の矛盾を解決することが主要な研究課題であると位置づけた。

そこでは読解中心主義が過小評価した「読者」の役割を回復することが議論の中心になる。 

第二章では、既存の読みの指導理論が読者の既有知識の役割を過小評価することになっ

た理由を明らかにした。具体的には、解釈学的読解理論の典型として沖山光の読解理論を

取り上げ、パラダイム論的視点からこれを分析して、結果として今日支配的な解釈学的読

解理論の偏りと不備を指摘した。また、この問題点を改善するために、認知論的アプロー

チと応用言語学的アプローチの必要性を論じ、「読みにおける既有知識としての語彙知識の

役割の重要性」を指摘した。 

第三章では、読者の既有知識の役割を重視する立場から、読みの力を構成する中心要素

である「語彙知識」に焦点を当て、この読みと語彙知識の関係を論じた先行研究を批判的

に検討した。「語彙知識仮説」を中心に検討し、語彙知識がなぜ読みに有効に作用するのか、

またこの関係をどう理解することが方法的展望を開くことになるのかを論じた。 

第四章では、読みにおける語彙知識の役割の重要性を読みの実践的方法に反映させるた

めに「語彙意味論的方法」を提案した。本研究では、この方法の一つである「意味マップ

法」を主として取り上げ、この方法のもつ読解方略としての側面と評価法としての側面で

研究を推進した。 
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第五章では、読みの学習における意味マップ法の有効性や問題点を明らかにするために

調査研究を行った。また、この分析結果に基づいて意味マップ法を活用する上での改善点

を述べた。 

終章では、第一章から第五章までの研究成果をまとめ、研究課題として残された問題に

ついて個別に展望を述べた。 

３．研究の成果と今後の課題 

 語彙意味論的方法が、読者の側からの働きかけを支援すると共に特に読みの実質を語彙

のネットワークを中心に説明する方途を開くものであることを原理的に説明した。また、

この方法の一つとして「意味マップ法」を取り上げて、この方法が文章と読者の既有知識

を媒介することによって読みを改善することを調査研究によって実証した。 

 今後の課題は、授業場面でのこの方法の作用の実態を解明することによって、授業実践

における有効性と問題点を確認することである。    


